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【プログラム】



発達障害のライフステージに応じた理解と支援


― 脳科学から就労支援まで―
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脳科学からみた発達障害
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地方講座8（京都）














知的な障害がないにもかかわらず、学習が困難で成長後も社会生活に支障をきたす疾患群を最近では


発達障害と総称します。本講座は、その中でもアスペルガー症候群に重点をおいて、脳科学から就労支援、社会との関わりまで含めて、多職種の講師に集っていただくことができました。


一昨年の大阪講座に続く形で今回は京都で開催いたします。就学前の乳幼児期から成人に至るライフステージに合わせて、発達障害の理解と支援に何が重要か、何がどこまでわかってきているのか、今後とりくむべきことは何かについて、それぞれの立場から存分に語っていただきます。


成人発達障害の専門外来とデイケアを運営してすでに３年近くになりますが、そのニーズの高さとともにリハビリテーション手法の確立の必要性を痛感しています。今後の展望を出席の皆様と一緒に考える機会にしたいと思います。　                                　　【昭和大学附属烏山病院　　加藤 進昌】



































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  【昭和大学医学部教授　加藤進昌】











期　日	： ２０10年１2月4日（土）・5日（日）


受講対象 ： 教諭、養護教諭、保護者、学校関係者、保育、相談に関わる方、および関連の専門家


定　員	： １５０名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受講料	： １２,０００円（税込、昼食は各自でおとりください）


会　場	： 京都府中小企業会館　大ホール（詳細は受講証裏をご参照ください）


〒615-0042 京都市右京区西院東中水町17（西大路五条下ル東側）電話075－314－7171


（阪急・西院駅より南に徒歩15分、ＪＲ京都駅より市バス西大路花屋町下車徒歩1分、JR丹波口駅より徒歩約13分）


主催・問合先： 財団法人　明治安田こころの健康財団　電話　03-3986-7021

















